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南アルプスと歌舞伎の里
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〒399-3502 長野県下伊那郡大鹿村大字大河原354　ホームページアドレス　http://www.vill.ooshika.nagano.jp　電子メールアドレス　info@vill.ooshika.lg.jp
人口 953人（－2）／男 467人（－2）／女 486人（±0）／世帯数 475戸（±0）　令和3年8月１日現在　※（ ）内は前月比 ◇印刷／龍共印刷株式会社

おしらせ版 No.297 広報バックナンバーを
村のホームページから

ご覧になれます。

大
鹿
村
村
づ
く
り
検
討
委
員
会

発
足
!!

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

１
０
０
０
日
を
達
成
し
ま
し
た
！

〜
診
療
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
〜

　

発
熱
で
受
診
希
望
の
方
は

　

診
療
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

３
９
ー
２
１
１
１

　

大
鹿
村
で
は
、
持
続
可
能
な
村
づ

く
り
の
在
り
方
と
し
て
、
自
主
的
に

村
づ
く
り
へ
取
り
組
む
人
材
を
育
成

し
、
様
々
な
課
題
に
対
す
る
住
民
の

意
見
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

７
月
21
日
に
村
づ
く
り
検
討
委
員
会

を
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
第
１
回
目
と
い
う
こ
と

で
、
冒
頭
に
熊
谷
村
長
か
ら
、
行
政

で
行
う
事
業
は
ど
う
し
て
も
固
く
な

り
が
ち
な
の
で
、
検
討
委
員
の
方
々

は
村
民
目
線
で
自
由
な
発
想
で
面
白

い
こ
と
や
、
楽
し
い
こ
と
を
創
造
し

な
が
ら
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て
い
た

だ
き
、
そ
れ
を
基
に
課
題
解
決
に
繋

げ
て
い
き
た
い
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。

　

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

村
の
今
後
1０
年
計
画
と
な
る
大
鹿
村

第
五
次
総
合
振
興
計
画
に
係
る
内
容

の
検
討
を
中
心
に
行
い
ま
す
。

村づくり検討委員会　名簿（あいうえお順）

曾澤　秀介（塩　原）
青木　　連（下青木）
池田　洸一（　西　）
大久保広政（中　峯）
加藤　哲夫（上青木）
亀卦川麻美（大　栗）
久保田悠月（文満団地）
小坂明日香（上　蔵）

斎藤絵美里（塩　河）
曽根　礼子（文　満）
中川　隆佐（文　満）
前澤　康明（沢　戸）
山根　沙姫（塩　河）
山本　慧美（上市場）
ジャクソン ルーク
　　　　　（上市場）

　

村
で
は
、
令
和
３
年
５
月
22
日

を
も
っ
て
「
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

１
０
０
０
日
」
を
達
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
長
野
県
交
通
安
全
運

動
推
進
本
部
顕
彰
を
受
賞
し
、
７
月

1６
日
に
南
信
州
地
域
振
興
局
長
よ
り

伝
達
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
大
鹿
村
交
通
安
全
協
会
を

中
心
と
し
て
街
頭
啓
発
活
動
等
を
実

施
し
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
交
通
安
全

に
対
す
る
意
識
高
揚
を
図
り
、
交
通

事
故
の
な
い
村
を
目
指
し
ま
す
。
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★私が思う移住・定住のポイント★
アンケート結果報告「やますみ×役場総務課」

　令和2年1月から2月にかけて実施した、「★私が思う移住・定住のポイント★アンケー
ト」につきまして、大勢の皆様にご協力をいただきありがとうございました。ここでアン
ケートの結果報告をしたいと思います。

　総勢123人の方からご返答をいただい
たことは、当初予想していた数よりも多
く、またあらゆる世代の方からご返答を
いただくことができました。普段、移住
定住についてのご意見を伺うことがない
方々にも、こうしてアンケートという形
で関わりを持ち、意見を聞くことができ
たことも、このアンケートの成果の一つ
でした。
　アンケート結果については、皆様より
様々な意見があったため、全てを掲載で
きないので、多くあった意見のみ紹介さ
せていただきます。

　今まで移住者目線での意向調査などは
実施してきましたが、今回のアンケート
では、以前より大鹿村に住んでいる方々
にも意見を伺うことができました。大鹿
村の魅力についての表現の仕方は様々で
すが、大きな枠でみると結果的に移住者
と大鹿村に元々住んでいる人たちの間
で、村の魅力と感じていることに大きな
違いはありませんでした。
　また、アンケートの中には、「移住を
するにしても職種が少ない」「人口が少
ない」等の大鹿村に対するイメージもあ
りました。そういった意見も積極的に取
り入れ、マイナスな部分をどうしたらプ
ラスにできるのか取り組んでいきたいと
感じております。
　このアンケートで得た情報は、今後、
大鹿村の移住・定住希望者へ向けた資料
を作成する際の材料として活用したいと
考えています。また、アンケートでもっ
と詳しい内容にお答えいただけるとご返
答くださった方に対しては、今後もご協
力いただきながらさらに詳しく掘り下げ
ていきたいと考えています。

【やますみとは…】
　村内ＮＰＯ法人あんじゃネット大鹿内で若
者定住対策事業として、移住定住に係る検討
や、移住相談等を行っている法人内グループ
です。
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年代別アンケート回答者（総数123名）

アンケート回答者の大鹿村に住んでいる理由

Iターン
29％

嫁ぎ先
19％

大鹿生まれ
46％

Uターン
6％
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①自然の中で暮らしたい（23名）
②家庭の都合（13名）
③仕事の都合（6名）

Iターン・Uターンの方に聞く移住したきっかけ

あなたが思う、大鹿村の魅力を教えてください。

この他にも、「友人が住んでいたから移住した」
という意見も５票あり、移住の目的としては
他地域とは違った珍しい意見がありました。

ここでは大枠での結果を発表しておりますが、
皆さんが想う大鹿村の魅力は様々ありました。

①自然が豊か（四季・星空・空気等）（109名）
②住みやすい（子育て・文化・夏の気候等）（72名）
③人の魅力（人柄・繋がり・地域性等）（46名）
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役場住民税務課窓口において　マイナンバーカードの申請サポート　を行っています
　マイナンバーカードを作りたいけれど、申請が不安な方は役場住民税務課の窓口にお越しく
ださい。申請のお手伝いをさせていただきます !!

●８月１日よりご利用いただいている国民健康保険証の送付時に同封されていた申請書もご使
用いただけます

　マイナンバーカードは段階的に、健康保険証として利用できるようになります。まだ、マイナ
ンバーカードをお持ちでない方はこの機会にぜひ、マイナンバーカードの申請をお願いします。
※すでに、マイナンバーカードをお持ちの方にも申請書は送付されていますが、再度の申請は必要ありません。

　申請時に役場窓口で本人確認をして、概ね 1 か月後に作成後のカードが
郵送されてくるのをご自宅で受け取っていただけばＯＫです。

【申請時に持参するもの】
　◎申請書（ある方のみ）　　　　　　◎マイナンバー通知カード（ある方のみ）
　◎本人確認書類（顔写真付のものなら 1 点、顔写真付きの証明書をお持ちでない場合は 2 点）
　◎住民基本台帳カード（※交付を受けている人のみ）

※顔写真は来庁時に撮影します（証明写真代が不要なためお得です！）

申請時に本人確認ができれば、さらに簡単です！

【問い合わせ先】役場　住民税務課　住民係　☎39－2001㈹まで

収穫祭日曜朝市を毎週日曜日に開催しています
　場所は塩の里直売所前朝市広場。村内の新鮮野菜が並びます。
　ぜひお立ち寄りください。
村内直売所では農産物特産品等を出荷していただける生産者を募集しています

　直売所では農産物、花類、木工品、手芸品等、様々な商品を販売しています。
　「こういったものを作っている」「どんなものが売れてる？」等、出荷に関して気にな
ることがありましたらそれぞれの店舗へお問い合わせください。
　道の駅歌舞伎の里大鹿　商業施設　　 ₃₉－₂₈₄₄
　塩の里直売所　生産者の会　　　　　 ₃₉－₂₂₈₂　※学校給食へも出荷

蜜蜂を飼育されている皆様へ
◆蜜蜂の飼育を行う方は、飼育規模、業として飼育しているか否かにか

かわらず、原則、届出が必要となります。
飼育されている方は、役場産業建設課 農林振興係まで飼育届の提出
をお願いします。ただし、以下に該当する方は届出が不要です。

◦農産物等の花粉受粉のために蜜蜂を数週間～数か月、一時的に飼育し、採取した蜂蜜
は販売又は譲渡しない場合（通年飼育を行う場合は届出が必要です）。

※飼育届は役場産業建設課 農林振興係にて配布、または大鹿村 HP でダウンロードが
可能です。

農林振興課係からのお知らせ農林振興課係からのお知らせ



広報おおしか 4

営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

お
知
ら
せ

　

営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
営
農

に
関
す
る
相
談
・
技
術
指
導
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用

下
さ
い
。

◯
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方

　

営
農
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
【
役
場　

産
業
建
設
課
】

　

３
９
︱
２
０
０
１
㈹

　

ま
で
お
電
話
下
さ
い
。

◯相談できる日（８月～９月）
月 火 水 木 金

8/17 18 19 20
23 24 25 26
30 31 9/1 2 3
6 7 8 9 10
13 14 15 16

相談可能時間：午前９時～午後３時まで
※相談可能日・時間は変更となる場合があります。

　

夏
は
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ（
ク
マ
）

の
え
さ
が
少
な
く
、
さ
ら
に
秋

の
ド
ン
グ
リ
が
不
作
に
な
る

と
、
山
だ
け
で
な
く
、
田
畑
や

人
家
周
辺
で
も
ク
マ
に
出
逢
う

可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
こ
と

こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
い
て
！

 

ポ
イ
ン
ト
① 

　

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
、
長
野
県
の

森
林
の
ど
こ
に
で
も
生
息
し
て
い

ま
す
。

　

森
林
に
入
る
と
き
は
、
ど
こ
で

も
ク
マ
に
出
遭
う
か
も
し
れ
な
い

こ
と
を
想
定
し
て
く
だ
さ
い
。

 

ポ
イ
ン
ト
③ 

　

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
と
農
地
や
住
宅

地
で
出
く
わ
し
て
し
ま
う
の
は
、

⼭
の
実
り
が
少
な
く
、
え
さ
を
求

め
て
歩
き
回
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

特
に
夕
暮
れ
か
ら
早
朝
に
か
け
て

の
薄
暗
い
時
間
帯
に
出
没
す
る
可

能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

 

ポ
イ
ン
ト
④ 

　

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
縄
張
り
を
持

た
な
い
の
で
、
え
さ
の
あ
る
場
所

で
は
、
い
く
つ
も
の
ク
マ
が
代
わ

る
代
わ
る
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
の

た
め
、
た
と
え
１
頭
を
捕
ま
え
て

も
、
安
心
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

 

ポ
イ
ン
ト
② 

　

ツ
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が
人
を
襲
う

の
は
、
突
然
人
間
に
出
遭
っ
て
し

ま
い
、
パ
ニ
ッ
ク
状
態
で
人
間
を

怖
が
っ
て
防
衛
本
能
か
ら
襲
う
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
あ
ら
か
じ

め
人
の
存
在
を
知
っ
て
い
れ
ば
、

ク
マ
の
方
か
ら
人
に
出
遭
わ
な
い

よ
う
に
避
け
て
く
れ
ま
す
。

⬅

⬅

⬅

⬅

◦
森
林
に
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
一
人

で
は
入
ら
ず
、
複
数
人
で
行
動
し

て
く
だ
さ
い
。

◦
飼
い
犬（
中
型
犬
・
大
型
犬
）が
い

れ
ば
、
連
れ
て
行
動
し
て
く
だ
さ

い
。

◦
森
林
の
中
や
山
際
で
は
、
鈴
や
ラ

ジ
オ
な
ど
を
携
帯
し
、
常
に
音
を

鳴
ら
し
て
、
ク
マ
に
自
分
の
存
在

を
知
ら
せ
な
が
ら
行
動
し
て
く
だ

さ
い
。

◦
万
が
一
、
ク
マ
に
出
遭
っ
て
し

ま
っ
た
ら
、
慌
て
た
り
騒
い
だ
り

抵
抗
し
た
り
し
な
い
で
、
目
を
そ

ら
さ
ず
、
ゆ
っ
く
り
と
後
ず
さ
り

し
な
が
ら
そ
の
場
を
離
れ
て
く
だ

さ
い
。

◦
山
際
の
地
域
や
薄
暗
い
歩
道
な
ど

で
は
、
夕
暮
れ
か
ら
早
朝
の
時
間

帯
に
屋
外
で
行
動
す
る
こ
と
は
避

◦
ク
マ
の
え
さ
に
な
る
も
の
や
好
物

が
あ
る
と
、
１
頭
を
捕
獲
し
て
も

次
か
ら
次
へ
と
違
う
ク
マ
が
出
て

く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
ク
マ
の
え
さ
と
な
る

農
作
物
は
電
気
柵
で
守
り
、
廃
果

や
生
ゴ
ミ
は
放
置
し
な
い
で
適
切

に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

け
て
く
だ
さ
い
。

◦
ク
マ
が
目
撃
さ
れ
た
地
域
な
ど
で

は
、
昼
間
で
も
屋
外
で
行
動
す
る

場
合
は
、
必
ず
鈴
や
ラ
ジ
オ
な
ど

を
常
に
鳴
ら
し
な
が
ら
行
動
し
て

く
だ
さ
い
。

◯
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
目
撃
情
報
や
被

害
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場　

産
業
建
設
課

　

農
林
振
興
係

　

３
９

－

２
０
０
１
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◯
補
助
額

　

購
入
価
格
の
１
／
２
以
内

　
（
上
限
３
万
円
）

◯
補
助
を
受
け
ら
れ
る
方

◦
大
鹿
村
内
に
住
所
を
有
し
か
つ
、

居
住
し
て
い
る
方

　
（
事
業
者
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）

◦
助
成
金
交
付
後
も
、
村
内
で
継
続

的
に
生
ご
み
処
理
機
を
使
用
で
き

る
方

◦
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

◯
補
助
の
条
件

◦
助
成
機
種
は
、「
電
動
式
生
ご
み

処
理
機
」「
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
」「
ボ
カ

シ
容
器
」で
、
新
品
で
あ
る
こ
と

　
（
過
去
に
販
売
ま
た
は
使
用
さ
れ

て
い
な
い
も
の
）

◦
１
世
帯
１
基
の
み

　
（
５
年
経
過
後
は
、
再
助
成
も
可
）

　

大
人
に
な
る
と
、「
歯
」
の
健
康

に
は
関
心
が
薄
れ
て
い
き
ま
す
。
虫

歯
等
で
「
歯
」
が
痛
く
な
っ
て
よ
う

や
く
歯
医
者
さ
ん
へ
行
く
と
い
う
方

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

今
は
む
し
歯
だ
け
で
な
く
、「
歯

周
病
」
に
も
対
処
が
必
要
で
す
。

　

歯
周
病
の
方
は
、「
糖
尿
病
」や「
高

血
圧
症
」
等
の
生
活
習
慣
病
に
な
り

や
す
く
、
ま
た
、
重
篤
な
症
状
に
な

り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
対
象
者　

2０
歳
以
上
の
住
民

○
実
施
場
所

　

大
鹿
村
立
診
療
所　

歯
科

○
実
施
日

　

歯
科
診
療
日（
水
曜
日
・
金
曜
日
）

　

午
前
８
時
1５
分
～
午
前
11
時

○
費
用　

１
、０
０
０
円

※
令
和
３
年
度
に
４０
・
４５
・
５０
・
５５
・

６０
・
６５
・
７０
歳
に
な
る
方
は
無
料
で

検
診
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
健

福
祉
課
保
健
医
療
係
ま
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場　

保
健
福
祉
課

　

保
健
医
療
係

　

☎
３
９

－

２
０
０
１
㈹

ご
み
の
減
量
化
に
向
け
、

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
の

購
入
費
助
成
機
種
を

拡
大
し
ま
し
た

歯
科
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

総
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

海
で
安
全
に
楽
し
む
た
め
に

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
電
話
相
談
会

全
国
一
斉　

子
供
の
た
め
の

「
養
育
費
相
談
会
」

８
月
は

「
電
気
使
用
安
全
月
間
」
で
す
！

　

海
上
保
安
庁
で
は
海
浜
事
故
を
無

く
す
た
め
に
注
意
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

　

以
下
の
項
目
に
注
意
し
て
安
全
に

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

◦
天
気
予
報
を
確
認
す
る

◦
天
気
の
急
変
や
波
が
高
く
な
る
前

に
帰
る

◦
飲
酒
後
は
絶
対
に
泳
が
な
い

◦
子
供
か
ら
目
を
離
さ
な
い

◦
遊
泳
禁
止
区
域
で
は
遊
ば
な
い

◦
遊
泳
区
域
内
に
水
上
バ
イ
ク
な
ど

を
乗
り
入
れ
な
い

◦
海
の
「
も
し
も
」
は
１
１
８
番

〇
問
い
合
わ
せ
先

　

第
九
管
区
海
上
保
安
本
部

　

交
通
部　

安
全
対
策
課

　

０
２
５

－

２
８
５

－

０
１
１
８

　
（
代
表
）

〇
日
時

　

令
和
３
年
９
月
2５
日（
土
）

　

午
前
1０
時
～
午
後
４
時

電
気
設
備
の
安
全
点
検
を
し
て

電
気
は
正
し
く
安
全
に

使
い
ま
し
ょ
う

〇
電
話
番
号

　

０
１
２
０

－

５
６
７

－

３
０
１

　
（
当
日
の
み
の
専
用
番
号
で
す
）

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

〇
相
談
例

◦
養
育
費
の
話
合
い
を
し
な
い
ま
ま

離
婚
し
た
け
ど
、
今
か
ら
払
っ
て

も
ら
え
ま
す
か
？

◦
今
ま
で
は
養
育
費
を
支
払
っ
て
く

れ
た
の
に
、
急
に
支
払
わ
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
！

◦
養
育
費
を
減
額
／
増
額
し
て
ほ
し

い　
　
ｅ
ｔ
ｃ
．

〇
問
い
合
わ
せ
先

　

長
野
県
司
法
書
士
会

　

０
２
６

－

２
３
２

－

７
４
９
２

電気のご相談は

こんなことしていませんか？
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＊ご利用可能な
　バージョンは
　ios₁₀ 以上と
　なります。

＊ご利用可能な
　バージョンは

AndroidTM₆．₀
　以上となります。

停電情報や電気に関するお問い合わせ、これからは「スマホ」
で、「アプリ」で。　ダウンロード無料！

ios

Android

問い合わせ先：₀₁₂₀︲₉₈₅︲₂₃₂
受付時間：月～金曜　₉：₀₀ ～ ₁₇：₀₀

（土曜、日曜、祝日、年末年始はお休みさせていただきます。）

▢■▢ 国民年金からのお知らせ ▢■▢

新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少している方へ
　令和2年2月以降に収入が減少し、引き続き令和３年度（令和３年７
月から令和4年６月まで）以降も国民年金保険料の臨時特例免除を希望
される方は、再度申請が必要となりますので、忘れずに申請をお願いい
たします。
　申請方法や申請書は、日本年金機構のホームページ（https://www.
nenkin.go.jp/）に記載しております。

【問い合わせ先】上記についてのご不明点、国民年金のご相談・手続き等については
役場　住民税務課　☎39 ｰ 2001　または　飯田年金事務所　☎22 ｰ 3641まで

村税・料金 納付のお知らせ  毎月の料金 　◦保育料　◦介護保険料　◦住宅料　◦水道料
　　　　　 　◦後期高齢者医療保険料　◦その他利用料等

 8 月の口座振替  ８月25日（水）　 納付書納期限  ８月31日（火）
 9 月の口座振替  ９月27日（月）　 納付書納期限  ９月30日（木）

★引き落とし日の前営業日までに口
座をご確認ください。

★納付書納付は、最寄りの金融機関
又は役場会計にてお願いします。

課税月
税目（期） ４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ₈月 ₉月 1０月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 備考

住民税普通徴収 1 ₂ 3 ４ 年４回
固 定 資 産 税 1 2 3 ４ 年４回
軽 自 動 車 税 1 年１回
国民健康保険税 1 2 3 ４ ₅ ₆ ７ ₈ ９ 1０ 11 12 毎　月

8月はここ!! 9月はここ!!

令和３年８月１日付
【人事異動】
一般職員
篠元　真人　授産所（住民税務課　管理係）

令和３年８月₁₀日付
【人事異動】
会計年度任用職員
小塩　明美　保育所（教育委員会事務局）

【新規採用】
会計年度任用職員
國島　裕子　教育委員会事務局

人 事 異 動
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知っていますか？　建退共制度

　建退共制度は、中小企業退職金共済法に基づき建設現場労働者の福祉の増進と建設業を営む
中小企業の振興を目的として設立された退職金制度です。
　この制度は、事業主の方々が、労働者の働いた日数に応じて掛金となる共済証紙を共済手帳に
貼り、その労働者が建設業界で働くことをやめたときに建退共から退職金を支払うという、いわ
ば業界全体での退職金制度です。

　　　　◯加入できる事業主：建設業を営む方
　　　　◯対象となる労働者：建設業の現場で働く人
　　　　◯掛金：日額₃₁₀円（令和３年₁₀月から日額₃₂₀円）

◯特長　◦国の制度なので安全、確実、申し込み手続は簡単です。
　　　　◦経営事項審査で加点評価の対象となります。
　　　　◦掛金の一部を国が助成します。

◦掛金は事業主負担となりますが、法人は損金、個人では必要経費として扱われ、税
法上全額非課税となります。

　　　　◦掛金は、インターネットを利用した電子申請での納付も可能です。
　　　　◦事業主が変わっても退職金は企業間を通算して計算されます。

◯建退共制度の特例措置のお知らせ
　建退共では、地震等により災害救助法が適用された皆様に対し、各種手続の特例措置を実
施しております。

◯建退共から事業主の皆様へのお願い
◦共済証紙は、労働者の就労日数に応じて適正に貼付して下さい。電子申請方式の場合は、

労働者の就労日数に応じて退職金ポイントを適正に充当して下さい。
◦「建設業退職金共済手帳」を所持している労働者が、建設業界を引退するときは、忘れずに

退職金を請求するよう指導して下さい。
　ホームページ「建退共」に、制度説明用動画、Ｑ＆Ａなど建退共制度の知りたい情報が記載
されています。ぜひ、アクセスしてご覧下さい !!

【問い合わせ先】建退共　長野県支部　☎026－228－7200まで

建退共

入会金200円・月会費300円（負担金 年1回300円）

〔主なサービス内容〕

（事業主負担の場合、税法上、損金等として処理できます）

●慶弔給付：結婚・小中学校入学祝金、見舞金等の給付
●健康増進：インフルエンザ予防接種助成金等
●自己啓発：資格取得試験受験料助成金等
●余暇活用：推奨ツアー、スポーツ観戦等助成金
●そ の 他：チケット・各種カード特別価格斡旋
　　　　　　指定割引店舗・施設利用の優待特典

ひとり

一般財団法人
検索飯田勤労者共済会ＴＥＬ.0265-52-6566

FAX.0265-52-0155

1,500事業所
14,000人余に入会
頂いています

〒395-0024 飯田市東栄町3108番地1
飯田市勤労者福祉センター1階
ホームページ https://iida-kyosai.zenpuku.or.jp/
E-mail:i-kinkyo@mis.janis.or.jp

飯田・下伊那地域の事業主さん
共済会に加入しませんか！

飯田・下伊那地域の事業主さん
共済会に加入しませんか！

飯田・下伊那地域の事業主さん
共済会に加入しませんか！

毎日を健康で楽しく働くための
お手伝いをします‼
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伊
那
坂
東
三
十
三
番
札
所
巡
り

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た

　

７
月
６
日（
火
）に
鹿
塩
方
面
に
て

お
こ
な
わ
れ
、
９
名
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

例
年
だ
と
、
１
日
か
け
て
各
方
面

の
札
所
を
巡
り
ま
す
が
、
今
回
は
コ

ロ
ナ
渦
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
午
前

の
み
で
お
こ
な
い
ま
し
た
。
普
段
見

る
こ
と
の
で
き
な
い
仏
像
や
お
堂
等

の
内
部
を
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
当
巡
り
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、
管
理
人
さ
ん
や
ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
様
に
は
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

手
芸
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た

満
蒙
開
拓
の
お
話
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た

　

７
月
２
日（
金
）か
ら
３
回
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

１
回（
２
時
間
程
度
）で
で
き
る
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
の
刺
繍
に
挑
戦
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
違
う
色
を
組
み
合
わ

せ
た
糸
を
使
う
こ
と
で
、
土
が
つ
い

て
る
よ
う
な
本
物
に
似
せ
た
ニ
ン
ジ

ン
、カ
ラ
フ
ル
な
カ
タ
ツ
ム
リ
な
ど
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
後
半
戦
。
1０
月
頃
か
ら
初

め
て
、
何
か
文
化
展
み
た
い
な
も
の

に
出
品
で
き
る
よ
う
な
も
の
を
計
画

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

７
月
８
日（
木
）に
人
権
教
育
促
進

事
業
と
し
て
、
中
学
校
と
の
共
催
で

お
こ
な
わ
れ
、
3６
名
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。
語
り
部
は
、
村

出
身
者
の
北
村
栄
美
さ
ん
（
旧
姓
：

澤
）。
当
時
の
満
蒙
開
拓
の
体
験
談

等
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
戦
後
７０
年
以
上
が
た
ち
、
文
献

や
資
料
な
ど
で
は
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
、
当
時
の
生
々
し
い
、
貴
重
な

お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
お
話
し
た
い
内
容
も
あ
る

そ
う
で
す
の
で
、
今
後
も
機
会
が
あ

れ
ば
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
た
い
と
思
い

ま
す
。

絵
本
×
大
道
芸
ラ
イ
ブ

　

７
月
1９
日（
月
）に
行
わ
れ
ま
し

た
。演
者
は
昨
年
度
も
来
て
い
た
だ

い
た「
オ
マ
ー
ル
え
び
」さ
ん
。数
々

の
コ
ン
テ
ス
ト
で
受
賞
さ
れ
て
き
た

芸
人
さ
ん
で
す
が
、コ
ミ
カ
ル
な
動

き
と
表
情
で
笑
い
を
誘
い
、時
に
は

図
書
館
職
員
と
し
て
働
い
た
経
験
を

活
か
し
た
読
み
聞
か
せ
で
、コ
ロ
ナ

禍
で
、思
い
切
り
よ
く（
大
き
な
声
を

出
す
等
）で
き
な
い
な
が
ら
も
会
場

の
み
な
さ
ん
の
心
を
グ
ッ
と
つ
か
み

ま
し
た
。こ
れ
か
ら
の
益
々
の
活
躍

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。（
ち
な
み
に

「
オ
マ
ー
ル
片
仮
名
、え
び
平
仮
名
」

と
覚
え
て
く
だ
さ
い
。と
の
こ
と
）
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大
成
功
の
竹
灯
籠
！

　

本
年
の
大
鹿
夏
祭
り
中
止
を
受
け

て
、
公
民
館
で
は
「
少
し
で
も
夏
祭

り
の
雰
囲
気
を
」
と
企
画
し
、
公
民

館
ク
ラ
ブ
に
よ
る
演
舞
の
様
子
を
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
送
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。（
た
だ
演
舞
を
披
露

す
る
の
で
は
雰
囲
気
が
出
ま
せ
ん
の

で
、
竹
灯
籠
で
雰
囲
気
を
演
出
す
る

こ
と
に
）

　

７
月
22
日（
祝
）に
、
2４
名
の
方
に

ご
参
加
・
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

５０
点
ほ
ど
作
品
が
出
来
上
が
り
、
い

ざ
明
か
り
を
灯
す
と
、
と
て
も
幻
想

的
で
、
本
当
の
お
祭
の
よ
う
な
雰
囲

気
の
中
、
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
出
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
年
の
夏
祭
り

に
も
繋
げ
て
い
き
、
今
後
は
＂
名

物
＂
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　こんにちは。ろくべん館の管理人の森
上です。８月に入り気温が高く日差しも
強い日が続いて、熱中症がとても心配に
なりますね。水分補給をしながら塩分を
とり熱中症予防を心がけてください。
　さて、今回はろくべん館の入り口に飾
られている宗良親王の歌についてお話し
したいと思います。大鹿村では古くから
ゆかりの人物として知られており、非常
に優れた歌の作者として有名な皇子で
あったと伝えられています。親王が編纂
した歌集は「李花集」、「宗良親王千首」が
あり、撰集には有名な「新葉和歌集」も
あります。
　南北朝時代は混とんとした戦の絶えな
い時代だったのですがそんな中で後世に
残る歌を数多く残せたことは素晴らしい
ことだと思います。ろくべん館に展示さ
れている歌は『君のため　世のため何か
おしからん　捨ててかいある　命なりせ
ば』

（漢字を当てはめました）という歌です。
　この歌は、親王が小手指原の戦いの折
に全軍将士の士気を鼓舞した有名な歌で
あり、あの太平洋戦争のときにこの歌が
戦地へ送る兵士の士気を高めるためにう
たわれていたとお聞きしました。悲しい
出来事だったと思います。現在、上蔵の
信濃宮神社の境内にこの歌も他の歌2首
とともに歌碑として遠い昔のたたずまい

を見せています。
　宗良親王にまつわるお話は多々あり、
後醍醐天皇の何番目の皇子だったのか、
また読み方にも諸説ありいまだに論議を
されています。
　また、親王の子どもや奥さんについて
も伝説が残っています。いずれにしても
宗良親王は大鹿村にとってとても大事な
かけがえのない存在であったのではない
かと考えられます。以前は釜沢の中村寿
人先生が研究されていましたが、そのあ
と研究される方が出てきませんでした。
まだ謎の多い宗良親王について研究され
る方が出てこられることを願っていま
す。
　さて、ろくべん館は８月1日から大規
模改修のために休館となっています。現
在は、展示物の確認、移動の準備、新し
い展示の検討などを行っています。より
よいろくべん館になりますよう村民の皆
さんも関心を持っていただいてご意見を
お聞かせいただければと思います。

ろ く べ ん 館 だ よ り

宗良親王の歌
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大鹿村中央構造線博物館たより
147号

ＴＥＬ：（０２６５）３９−２２０５
ｓｔａｆｆ６９＠ｍｔｌ−ｍｕｓｅ．ｃｏｍ

北川分校跡地の現在の様子
　先日、三六災害のときの北
川分校の写真を眺めていて、
こんな場所あったかな？と少
し疑問に思い、実際に現地に
見に行ってみることにしまし
た。当時とは様子が大きく変
わってしまっているらしい
ので、事前に当時の写真（写
真1）と、Google Earthの
画像を見比べてみて、おおよ
その位置を確認しました（写
真2）。Google earthの画像
を見ると、写真右側に斜面安
定工事の白いボルトが見える
ことから、国道1５2号線北川
露頭の手前、現在う回路がで
きているあたりの鹿塩川右岸

（西岸）側のようです。
　写真３は、現地付近の様子
です。川は東寄りに流れてお
り、かつて土石が覆っていた
あたりは、木が生い茂って、
林になっていました。写真4
のように、わずかに石垣が
残っており、人間の生活の跡が見られました。
　続いて、上流に向かって歩いて行くと、砂防ダムの残骸？が見つかりました（写真5）。鹿塩
川では昭和初期から砂防工事が始まっているようなので、三六
災害の前からあった施設なのかもしれません。コンクリート構
造物は、数十年もたてば、メンテナンスが必要になってしまう
のだと、改めて感じました。
　もし、北川分校について詳しい方おられましたら、上記の内
容で、間違っているところなどありましたら、ご指摘いただけ
れば幸いです。また、現在博物館では、三六災害のときに大鹿
村内で川が氾濫した範囲などを再確認する作業をしております。
当時の状況について、情報をお持ちの方は、ご連絡をいただけ
れば幸いです。どうぞよろしくお願いいたします。（宮崎）

２０２1年８月発行

写真１
土砂に埋まった北川分校

（写真中央より少し下の横長の建物）
※「語りつぐ“濁流の子”アーカイブス

(http://lore.shinshu-u.ac.jp/)」より引用。
※「昭和3６年６月32日：建設省」とキャプショ

ンが付いていたが32日はないので、正し
い日付は不明。

写真２
Google Earth で写真 1 と

同じ場所を表示させてみた画像

写真３
現在の北川分校跡付近の様子
写真1下の家のあった辺り？

から撮影

写真４
写真1下の家のあった辺り？

の石垣

写真５
砂防ダムの残骸？


